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Well-being向上

に向けた取組み 

丸井グループ役員・管理職に実施しているレジリエンス研修から、丸井グループ

横断のプロジェクト活動まで幅広く取組んでいる。 

また博多マルイでは店プロジェクト活動として、Well-being プロジェクトを５月

より発足し、従業員が幸福で肉体的、精神的、社会的すべてにおいて満たされ

た状態を目指して取組んでいます。 

アンケート実施 ○ アンケートの
社内共有 ○
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【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者、性的マイノリティ
  等）が、十分に活躍できる環境が整備されている。

○ ○

・男女平等・多様性のある社会への意識が高まる中、性別によって
　役割を固定する考え方を撲滅するプロジェクトを発足し啓蒙活
動に
　取組んでいる
・ダイバーシティ研修（LGBTQ編）の実施で、正しい知識の習得と
　社会的背景の理解、また身近なケーススタディなどを
　全従業員に向け実施。

○ ○ ○

【多様な働き方の促進】
・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制度を
　導入し柔軟な勤務形態をとっている。
・ワークライフバランスを推進している。

○ ○

・テレワーク制度の導入で、多様な働き方を推進している。
・ワークライフバランを推進する環境づくりを行っている。
　また、介護・育児休暇制度の導入と取得の推進を行っている。
　※男性社員育休取得率５年連続１００％を達成　（丸井グループ
全体）

〇 ○ ○

【人権の尊重】
・ハラスメントの防止など人権が尊重された職場づくりのため、
 ルールが定められ、教育・相談体制が整備されている。

○ ○

・ハラスメントの撲滅に向け、責任者向けの研修、及び全従業員に
　向けた研修を半期に一度実施している。
・適正な企業活動を推進するため、法令や社内ルール等に反する
　行為に対して、従業員からの通報・相談を受け付ける窓口を
　設置している。

○ ○ ○ ○

【従業員の心と体の健康への配慮】
・長時間労働の是正に取り組んでいる。
・従業員のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように対策に
　取り組んでいる。
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組んでいる。

○ ○

・業務時間内の就業を徹底し、長時間労働撲滅につなげている。
・こころと身体のサポートダイヤルとして、外部相談窓口を設置。
・従業員の健康の維持・向上を進めるための推進役として、健康管
理
　委員・ウェルネスリーダーを任命し、イキイキと働ける環境づくり
に
　取組んでいる。
・労働安全衛生法で義務付けられている「ストレスチェック」及び、
　調査会社ギャラップ社による「エンゲージメントサーベイ」を実施
　している。

○ 〇 ○

【人材育成】
・従業員に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供している。
・職場体験やインターンシップの受入れ等、職業の学びの場を
　提供している。

○ ○

・月に一度、手挙げによる会議への参加で自主性を促し自律的な
　組織づくりを行っている。
・社内プロジェクト活動や社外ビジネススクールへの派遣、また
　次世代経営者育成プログラムなど、学びの機会を提供している。

○ 〇 ○ ○

【廃棄物・有害化学物質の管理、３Rの推進】
・廃棄物・有害化学物質の管理を適切に行い、また削減に
　努めている。
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている。

○ ○ ○

・適切な分別によるゴミの回収を実施。　またＣＯ２削減に向け
　ゴミの排出量の見える化を行い、削減につなげている。
・サステナブルテナントの誘致を行い、CO2排出削減に取組んで
いる。
　また、サステナブルテナントの出店背景やストーリーをお客様に
対して
　積極的に発信し、認知拡大につなげている。

○ ○ ○ ○ ○

【温室効果ガスの排出削減】
・省エネルギーや再生可能エネルギーの利活用など、
　温室効果ガスの排出削減に取り組んでいる。

○ 〇

・みんな電力様との資本提携で、再エネ電力を優先的かつ安定的
に
　確保する体制を構築し、事業活動におけるCO2排出削減に
　取組んでいる
・食を通じた温室効果ガス削減として、ヴィーガンフードの販売を
　スタートしている。
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○ ○ ○

【生物多様性、天然資源への配慮】
・自社活動が生物多様性や生態系にどのような影響を与えるか
　確認して、持続可能な活動となるよう取り組んでいる。
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている。

○ 〇

・施設の屋上に緑化スペースを設け、生態系に配慮した取組みを
　行っている。
・博多まちづくり推進協議会主催の　‘クリーンデイ’の毎月参加し
　自然環境への配慮を継続的に実施している。

○ ○ ○ ○ ○

【水資源の有効活用】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、水の有効利用や節水に
　努めている。

○

・雨水、及び厨房施設からでる排水などを分解し、トイレの排水用
と
　して再利用につなげている　（再生水施設）

○

【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性や品質を確保するための
　仕組みを構築している。

○ ○
・商品購入時のレシートに、お客様からフリーでコメントを頂く
　仕組みを構築している。　アンケートによる結果を、品揃え・
　サービス向上につなげている。

○ ○

【社会課題解決】
・社会課題の解決を意識した事業運営に取り組んでいる。
・地域、大学、NPO、行政など多様な主体とのパートナーシップに
　より、社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開に取り組
　んでいる。

○ ○ ○

・社会課題を地域・行政と共に取組む活動を行っている。
　直近では　‘世界海洋デー’に向けて、海の豊かさを守るために
　店舗を活用し展示スペースを設置。
　海洋環境が直面する問題、企業などができる取組みを紹介して
いる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している。

○

・個人情報などの保護に関する方針を策定している。
・社内研修を半期に１度実施し、情報管理のルールを周知徹底して
いる。
・情報システムへのセキュリティ対策を施している。

○

【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に浸透し、法令を確実に遵守する
　体制・仕組みが整備されている。

○
・法令遵守の重要性を従業員に発信している。
・法令遵守が確実に行われるよう、体制・仕組み・ルールを整備
　している。

○

【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標の社内への共有が行われている。

○
・経営理念を明文化している。
・店の方針を明確にし、従業員への共有を実施している。

○ ○ ○

【事業継続、事業承継】
・事故や災害などの発生のおける事業継続計画を立案している。
・事業承継に関する検討・対策を行っている。

○ ○ ○
・緊急連絡網を作成し、緊急時の連絡体制を整備している。
　また事故事例を各店舗共有できる体制づくりを構築している。

○ ○ ○ ○

SDGs達成に向けた取組みチェックシート

公
正
な
事
業
慣
行
・
組
織
体
制

製
品
・
サ
ー
ビ
ス

人
権
・
労
働

環
境

環
境

関連する主なＳＤＧｓ３側面該当

具体的な取組環
境

社
会

経
済

チェック項目
カ
テ
ゴ
リ


	200_master
	200-丸井　博多マルイ

